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主成分分析により，マウス諸臓器中のレドックス状態の違いは，ラドン吸入による抗酸化機能の亢進に影

響することが示唆できた。 
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1. 緒言 

我々は今までに，ラドン吸入によりマウス諸臓器中の抗酸化機能が亢進することで種々酸化ストレス関連

疾患が抑制されることを報告してきた。本研究では，この抗酸化機能の亢進に関して，臓器毎のレドックス

状態の違いによる影響について検討した。 

 

2. 方法 

マウスに 2 または 20kBq/m3のラドンを 1・3・10 日間各々吸入させ，脳・肺・心臓・肝臓・膵臓・胃・腎

臓・小腸・大腸中の酸化ストレス関連指標（スーパーオキシドジスムターゼ活性，カタラーゼ活性，総グル

タチオン量，過酸化脂質量，過酸化水素量）を各々分析した。次に，主成分分析により，ラドン吸入をして

いないマウス各臓器のレドックス状態の特徴を抽出した。さらに，その特徴毎に再度主成分分析をするとと

もに，各相関係数も求めた。 

 

3. 結果・考察 

肝臓と腎臓は比較的抗酸化能の高いことがわかった。また，レドックス状態の違いに伴い，いずれの臓器

もラドン吸入により総グルタチオン量・過酸化脂質量・過酸化水素量に関連した相関係数が変化することが

わかった。さらに，抗酸化能の低い臓器は，スーパーオキシドジスムターゼ活性に関連した相関係数が変化

することもわかった。 

 

4. 結論 

各臓器のレドックス状態の違いは，ラドン吸入による抗酸化機能の亢進に影響することが示唆できた。 
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